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一級河川大井手川は、関西文化学術研究都市建設の一環として開発された木津中央特定

土地区画整理事業地内より、木津川市鹿背山地区の南側を北西に流れ、奈良市木津浄水場

の西側で一級河川木津川に合流しています。 

大井手川の現況流下能力は計画流量の1/5程度であり、学研都市の開発による流出増加に

対応するため、早急に河川改修を行う必要があります。 

令和２年度は、ＪＲ交差部函渠工（ＪＲ委託）を実施する予定です。 

◎事業概要

全体計画 Ｒ元までの実績 R２計画 

事業期間：H21～R4(予定) 

事業延長：1.7km

事業費  :約35億円

事業概要:河川改修1.7km

事業概要：

測量・詳細設計、用地補償、

護岸工事、橋梁工事２橋、

橋梁下部工事１橋

ＪＲ交差部函渠工（JR委託）

事 業 費：約19億円

事業概要：

ＪＲ交差部函渠工（JR委託）

事業費：300百万円

◎事業効果

○洪水による人命財産への被害が軽減されます。 

位置図

横断図

JR 交差部函渠工



◎事業効果
○治水安全度の向上による浸水被害の軽減を図るとともに、精華町のまちづくりを支える基
盤施設として、周辺環境との調和を図りながら、地域社会の発展に貢献する水辺空間の整
備を図ります。

一級河川煤谷川は、その沿川で進められている関西文化学術研究都市（精華・西木津地区
及び南田辺・狛田地区）の開発に伴う流出増が見込まれるため、昭和６２年度から河川改修と
防災調節池による治水整備を行っています。防災調節池については、平成１２年度に完成し、
河川改修については、平成１９年度で治水安全度（１０年確率）が確保され、引き続き治水安全
度（５０年確率）を確保するため、改修事業を進めていきます。
令和２年度は、昨年度に引き続き茶屋前橋との取付道路の整備と上流部の設計委託を実
施します。

全体計画 Ｒ元までの実績 R２計画

事業期間： S62～R10(予定)

事業延長： ３，６５０ｍ

事業概要： 掘削、護岸工、

橋梁工、用地補償等

事 業 費： 約２１０億円

事業概要：

掘削、護岸工、橋梁工

用地補償

事業費： 約89.1億円

事業概要：

護岸工、取付道路

用地補償

設計委託

事業費： 50百万円

◎事業概要

城 戸 橋 上 流 護 岸 工
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